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アブシシン酸は，ジベレリンやオー
キシンなどと同じ植物ホルモンの一
種で，多くの植物に含まれており，
植物体内では休眠，発芽，萌芽，開花，
成熟，気孔閉鎖，ストレス耐性，離
層形成など植物の成長過程で多くの
役割を担っていることが知られてい
る。農業園芸分野では，他の植物ホ
ルモンとは異なり実用化がなかなか
進まなかったものの，近年，国内で
は二度目となる農薬登録を取得した
ことから，アブシシン酸について研
究の歴史や主な作用，海外および国
内での活用を紹介したい。

1. アブシシン酸の研究の
歴史

アブシシン酸は休眠・発芽阻害物
質として見いだされ，1950~1960 年
代に単離と同定が活発に行われた。
1963 年にアディコットらのグループ
に参加していた大熊がワタ未熟果実か
ら葉柄離脱物質を単離し，1961 年に
カーンスが単離した「アブシシン」よ
りも強い作用を示したことから「アブ
シシン II」と命名し，1965 年に構造
を決定した（浅見・柿本 2016）。一方，
ウェアリングらのグループがセイヨウ
カジカエデの葉から休眠誘導物質とし
て「ドルミン」を単離，命名したが，「ア
ブシシン II」と「ドルミン」が同一物
質であることが分かり，1967 年の第
6 回国際植物成長物質会議で「アブシ
シン酸」という名称に統一された（浅
見・柿本 2016）。

読者の多くが「アブシシン酸」では
なく「アブシジン酸」という名称で習
われたと思うが，1998 年に発行され
た日本動物学会・日本植物学会編によ
る『生物教育用語集』で「アブシジン酸」
から「アブシシン酸」に変更された（日
本動物学会・日本植物学会 1998）。
そのため現在は「アブシシン酸」が正
式名称となっている。

アブシシン酸はセスキテルペンに分
類される構造となっている。ラセミ
体のため化学合成すると，S 体 /（+）
-ABA と R 体 /(-)-ABA が合成される
が，天然のアブシシン酸は S 体 /(+)-
ABA である（図 -1）。

2. アブシシン酸の役割，作用

冒頭で述べた通りアブシシン酸は植
物体の成長過程で多くの役割を担って
いるため，植物の成長に関わる 5 つ
の役割と国内の農薬登録に関連する作
用 2 点について述べたい。

（1）気孔の閉鎖
気孔は光合成による二酸化炭素の吸

収や酸素の放出，植物体内の水分調節
のための蒸散を行っている。アブシシ
ン酸は気孔の閉鎖に関与しており，小

麦や大麦の葉にアブシシン酸を処理す
ると気孔が閉じて蒸散が抑制される

（Mittelheuser and Van Stevaninok 
1969）。アブシシン酸合成量が少ない
トマト変異体は気孔を閉じることがで
きず，普通のトマトよりも早く萎れ
る（Chen et al. 2003）。この気孔の
閉鎖は，アブシシン酸が受容体を介し
て孔辺細胞にあるイオンチャネルをリ
ン酸化（活性化）することで，イオン
および浸透圧水が流出し，その結果，
孔辺細胞の膨圧と体積が減少すること
によって引き起こされる（小林・田中 
2017; Hsu et al. 2021）。

（2）乾燥ストレス耐性
植物は乾燥や塩，高温など様々な環

境に対する応答機構を備えており，ア
ブシシン酸は特に乾燥や塩などによる
水分ストレス耐性に関与している。植
物が乾燥ストレスにさらされると，内
生アブシシン量が劇的に増えるが，あ
る一定のところでアブシシン酸の蓄積
はプラトーになり，乾燥した植物に水
を与えてストレスから解放するとアブ
シシン酸量が減少する（岡本 2016）。

水分ストレス条件下で増加するア
ブシシン酸は，先に述べた気孔閉鎖に
よって蒸散を抑制する。低湿度と高湿
度条件下ではシロイヌナズナの孔辺細
胞中のアブシシン酸含量が異なり，そ
れによって気孔の開口度が調整され
る（岡本 2016）。その他，プロリン
や糖などの適合溶質の蓄積や，アブシ
シン酸受容体などを介した遺伝子発現
を制御するタンパク質である転写因子
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図 -1　天然のアブシシン酸の構造
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のリン酸化（アブシシン酸の情報伝
達）によってストレス応答遺伝子の
発現を誘導し（Fujita et al. 2011），
細胞を乾燥から保護する役割を担
う late embryogenesis abundant

（LEA）タンパク質やヒートショック
タンパク質を発現させる（岡本・鹿
妻 2015）。

（3）種子の成熟
種子の成熟過程において，内生アブ

シシン酸は種子成熟の中期から高まり，
貯蔵物質の蓄積，水分放出に伴う乾燥
耐性や種子休眠への獲得に働いている

（西村・杉本 2021）。トウモロコシの
アブシシン酸関連変異体では，LEA 遺
伝子やグロブリン -1 などの貯蔵タンパ
ク質遺伝子が発現しないものの，外部
からアブシシン酸を与えるとこれら遺
伝子の発現が回復する（服部 1995）。
また，変異体種子の未熟胚は早熟発芽
するが，アブシシン酸付与により早熟
発芽が抑制される（服部 1995）。

（4）種子の休眠と発芽
種子は温度や水分などの環境条件が

適切な状態となってから発芽する必要
がある。乾燥した種子には多くのアブ
シシン酸が蓄積しているが，種子に水
分を与えて適切な環境に置くとアブシ
シン酸量が減少し，発芽できる状態と
なる（岡本・鹿妻 2015; 岡本 2016）。
トマトやシロイヌナズナなどのアブシ
シン酸欠損変異体あるいは非感受性変
異体の種子は完熟時でもほとんど休眠
性を示さず，また発芽するには不適切

な高温下でも高い発芽率を示す（川上 
2005）。

（5）老化
アブシシン酸は葉柄離脱（器官離脱）

を促す物質として単離，同定されたた
め，老化や器官離脱が代表的な作用と
思われるが，アブシシン酸の直接的な
作用は判然としておらず，エチレン生
合成を誘導して老化するという間接
的な作用が分かっている（Riov et al. 
1990; Nomura et al. 2013）。また葉
は齢によってアブシシン酸感度が異な
り，外部からアブシシン酸を若い葉に
処理しても感受性が低く，古い葉は感
度が高く老化する（Riov et al. 1990; 
Lee et al. 2011）。

（6）農薬登録に関連する作用： 
①水稲直播栽培の苗立ちの改善

直播栽培は移植栽培よりも作業の省
力化や分散化，労働時間の削減により担
い手一人当たりの経営面積の拡大に有
効というメリットがある（農林水産省）。
その一方で，出芽，苗立ちの不安定さや
雑草防除などが問題となっている。

一般的にアブシシン酸は出芽や生育
を抑制する働きがあると知られている
が，アブシシン酸の処理濃度次第では
出芽と初期生育を促進させる働きがあ
る。イネ種籾を 1ppm 以下の低濃度
アブシシン酸溶液に 24 時間浸漬処理
後に播種すると，種子根長の生育が促
進する（禿 1994）。また湛水直播栽
培における播種限界温度である 15℃
前後でも，0.1ppm のアブシシン酸に

24 時間浸漬処理したコシヒカリ種子
は出芽率が向上し，初期生育が促進す
る（林ら 1996）。

苗立ち改善のためにはイネ幼植物
体の中茎の成長が重要と言われてい
る。中茎の成長に関係する多くの遺伝
子のうち，細胞壁伸展を介して細胞成
長を促すタンパク質としてエクスパン
シン遺伝子がある（Choi et al. 2003;　
Zhan et al. 2020）。アブシシン酸は
このエクスパンシン遺伝子の発現量を
増加させる作用がある（渡邊ら 2018; 
渡邊ら 2019）。

②ぶどう果皮の着色
温暖化により，黒系や赤系品種の

着色不良・着色遅延に悩む都道府県
が年々増加している（農林水産省 
2020）。ぶどう果皮の着色不良は品質
低下，つまり生産者の減収に繋がる。
その対策として環状剥皮や ‘ シャイン
マスカット ’ のような白系品種などが
導入されているが，環状剥皮は樹皮を
傷つけることから樹勢の劣化に繋がる
というリスクがある。

ぶどう果皮の色素成分であるアント
シアニンの生合成経路において，UDP
グルコース：フラボノイド 3’-O- 糖転
移 酵 素（UFGT，Boss et al. 1996a, 
b）が鍵となる酵素で，アントシアニ
ン前駆体からアントシアニンを生合成
する。UFGT 遺伝子は，遺伝子発現を
制御するタンパク質である MybA 遺伝
子によって制御される（Kobayashi et 

al. 2002）。
アブシシン酸は，ぶどう果皮の着色
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をはじめ果実成熟の主要な役割を担う
とされており，果実中のアブシシン酸
含量はべレーゾン期頃に急激に増加
し（東 2016），果皮中のアントシア
ニンの生合成を促進させる（Azuma 
2018）。外部からアブシシン酸を処理
すると，アントシアニン含量が増加
し（Jeong et al. 2004），着色が促進
または無処理よりも向上する（図 -2，
Peppi et al. 2008；Koyama et al. 
2018）。これはアブシシン酸処理によ
り MybA 遺伝子と UFGT 遺伝子を含
む複数のアントシアニン生合成関連酵

素遺伝子の発現が増加するためである
（ 図 -3，Jeong et al. 2004; Koyama 

et al. 2010）。

3. 海外でのアブシシン酸
の実用化

海外の農業園芸分野において，アブ
シシン酸はチリ，アメリカ，南アフリ
カなどで農薬登録されている。ぶどう
果皮の着色促進，りんごとなしの摘果
および果実肥大などを目的として使用
されている。

4. 国内でのアブシシン酸
の実用化

表 -1 に国内におけるアブシシン酸
の実用試験および農薬登録に関する年
表を示す。1993 年から水稲の健苗育
成を目的にアブシシン酸の公的試験が
開始され（財団法人 日本植物調節剤
研究協会 1994），1996 年 9 月に三共
アグロ株式会社と北興化学工業株式会
社が，アブシジン酸水溶剤として国内
で初めて農薬登録を取得した。この製

図 -2　外部からアブシシン酸を処理した場合のぶどう果皮の着色促進効果
	 	 (a)	無処理区，(b)	アブシシン酸処理区（1000ppm）
	 	 場所：香川県農業試験場	府中果樹研究所
	 	 試験実施年：2020年
	 	 品種：ピオーネ
	 	 栽培方法：雨よけトンネル栽培
	 	 アブシシン酸処理日：2020年 7月 4日
	 	 写真撮影日：2020年 8月 4日

図-2の詳細（写真はJPEGファイルあり）

2

図-2 外部からアブシシン酸を処理した場合のぶどう果皮の着色促進効果
(a) 無処理区，(b) アブシシン酸処理区（1000ppm）
場所：香川県農業試験場 府中果樹研究所 試験実施年：2020年
品種：ピオーネ 栽培方法：雨よけトンネル栽培
アブシシン酸処理日：2020年7月4日 写真撮影日：2020年8月4日

(a) 無処理区 (b) アブシシン酸処理区

画像は、ＪＰＧ
ファイルを使⽤
ください　　　　　　　　　　(a)	無処理区　　　　　　　　　　　　　　　		(b)	アブシシン酸処理区

図-3のイラスト

3

L-フェニルアラニン

アントシアニジン

UFGTUFGT
UFGT アントシアニン

アントシアニン
アントシアニン

図-3 アブシシン酸処理時のぶどう果皮中のアントシアニン生合成反応
アブシシン酸によってUFGTの産生などが促進され，アントシアニンの生
成が促進されることで，ぶどう果皮の着色が促進する。

アブシ
シン酸

アブシ
シン酸

Myb Myb

図 -3　	アブシシン酸処理時のぶどう果皮中のアントシアニン生合成反応アブシシン酸によって
UFGTの産生などが促進され，アントシアニンの生成が促進されることで，ぶどう果皮の着
色が促進する。
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品は湛水直播水稲での苗立ち改善・向
上を目的にしたものだが，2008 年に
失効した。

再び農薬登録を目指した公的試験は
2015 年から行われ，2022 年 10 月に
住友化学株式会社が，ぶどう（巨峰，
ピオーネ）の着色促進を目的にアブシ
シン酸液剤「アブサップ ® 液剤」とし
て農薬登録を取得し，販売を始めた。
本製品を使用することで，これまで着
色不良による品質低下に悩んでいた生
産者の問題解決の糸口となり，収益向
上に寄与することが期待される。
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表-1　国内におけるアブシシン酸の実用検討および農薬登録の流れ

年 内容

平成 5年（1993年） 水稲の健苗育成目的でアブシシン酸の作用性試験および適用性試験開始

平成 8年（1996年）
三共アグロ株式会社および北興化学工業株式会社が
アブシジン酸水溶剤「三共アブシジン酸水溶剤」および「ホクコーアブシジン酸水溶剤」の農薬登録を取得

平成20年（2008年） 「三共アブシジン酸水溶剤」および「ホクコーアブシジン酸水溶剤」の農薬登録失効

平成27年（2015年） ぶどう（巨峰，ピオーネ）の着色促進目的でアブシシン酸の適用性試験開始

令和 4年（2022年） 住友化学株式会社がアブシシン酸液剤「アブサップ液剤」の農薬登録を取得

表 -1　国内におけるアブシシン酸の実用検討および農薬登録の流れ
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品は湛水直播水稲での苗立ち改善・向
上を目的にしたものだが，2008 年に
失効した。

再び農薬登録を目指した公的試験は
2015 年から行われ，2022 年 10 月に
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て農薬登録を取得し，販売を始めた。
本製品を使用することで，これまで着
色不良による品質低下に悩んでいた生
産者の問題解決の糸口となり，収益向
上に寄与することが期待される。
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コメ・コメ加工品の輸出実績

表 -1　コメ・コメ加工品の輸出実績

2023 年のコメ・コメ加工品の輸出総額は 577 億円で，
2020年の347億円から1.6倍に伸びている。数量 (原料⽶換算)
についても同様である（表 -1）。2024 年 1 ～８月の対前年同
期⽐でみると，+ ７％と増加傾向は続いている。主な輸出先は，
⽶国，中国，香港がほぼ同じ割合で，それぞれが２割強を占める。

品目別に輸出額をみると，日本酒が最も多く，全体の
71.2％を占めている。中国が最大の輸出先で 30％を占め，⽶
国 22％，香港 15％と続く。

次いでコメとなるが，輸出額は 94 億円で全体の 16.3％，輸
出数量は 37,186 トン（精⽶・⽞⽶・籾・砕⽶）である。主な
輸出先は香港が 28％，⽶国 19％，シンガポール 12％で，日
系の中⾷・外⾷を中⼼した需要が増え，輸出は大きく伸びてお
り，2020 年に⽐べると約 1.8 倍となっている。

なお，以下の品目も数量・⾦額ともに増加している。⽶菓

（あられ・せんべい）は，輸出数量（原料⽶換算）3,880 トン，
輸出額 61 億円（全体の 10.6％）で，主な輸出先は⽶国 27％，
台湾 20％，香港 16％である。パックご飯等は，輸出数量（同）
837 トン，輸出額 10 億円（全体の 1.7％）で，輸出先は⽶国
34％，香港 18％，台湾 17％である。⽶粉及び⽶粉麺は，輸出
数量 125 トン，輸出額 0.8 億円（全体の 0.1％）で，輸出先は
タイ29％，⽶国18％，台湾14％，シンガポール12％，ドイツ９％
となっている。

なぜ，ドイツで⽶粉？　と思って調べて見ると，⽶粉は小麦
などに含まれるグルテンを含んでいないグルテンフリーの⾷品
素材である。小麦アレルギーがあるヨーロッパの人々にとって，
日本から輸入した⽶粉を使ってのグルテンフリーのパンやお菓
子に人気が出て，一定量の⽶粉の消費が生じているようである。

（K.O）

　統計データから

1 2 3 4 5
合  計 36,569 347 58,473 577 ⽶国  22.3 中国  22.2 ⾹港  21.8 台湾   8.6 韓国   5.7
コ メ 19,781 53 37,186 94 ⾹港  27.9 ⽶国  18.8 Singapore 12.3 台湾   ９.4 カナダ 4.2
⽶  菓 3,589 45 3,880 61 ⽶国  26.8 台湾  20.1 ⾹港  15.5 韓国   ５.1 Singapore 4.8

⽇本酒 （清酒） 12,257 241 16,445 411 中国  30.3 ⽶国  22.1 ⾹港  14.7 韓国   7.1 台湾   6.5
パックご飯等  634 7 837 10 ⽶国  34.2 ⾹港  17.6 台湾  17.0 韓国   5.6 Singapore 5.2

⽶粉及び⽶粉製品 308 0.7 125 0.8 タイ  29.2 ⽶国  17.5 台湾  13.5 Singapore 12.3 ドイツ  8.9

表ー１ コメ・コメ加⼯品の輸出実績

注）出典は⽶に関するマンスリーレポート。
  表中の数量は原料⽶換算。また，コメ（精⽶・⽞⽶・籾・砕⽶）は援助⽶を除いたもの。

品 ⽬ 名
2020年 2023年

主な輸出先国と全体の輸出⾦額に占める割合 （数字は％）数 量
（ｔ）

⾦ 額
（億円）

数 量
（ｔ）

⾦ 額
（億円）


